
㈱アットスクール 

人称代名詞カードの使い方 
 

１． 人称代名詞カードを分類する 

【準備】 

① 人称代名詞カード（表面：英語）を厚紙に印刷します。 

② 裏面に人称代名詞カード（裏面：日本語）を印刷します。 

③ 線に沿ってカードを切り取ります。 

 

【学習例１】人数 1名 

① カードの表面を向けて、場に出します。 

② その中から、「私」に関するものだけを集めさせます。 

③ それを、「～は・が」「～の」「～を・に」「～のもの」の順に並べます。 

 

【学習例２】人数 2名 

① “出題者”と“回答者”を決めます。 

② カードの表面を向けて、場に出します。 

③ “出題者”は、特定の人称（例：「彼女」）を言います。 

④ “回答者”は場の中から、特定の人称（例：「彼女」）に関するものだけを集

めさせます。 

⑤ “出題者”はその人称に関する日本語（例「彼女は・彼女が」「彼女の」「彼

女を・彼女に」「彼女のもの」）をランダムに言います。 

⑥ “回答者”は、その日本語にあたるカード（英語）を探して取ります。 

⑦ 裏面を見て、確認します。同じ書き（her「彼女の」と her「彼女を・彼女に」

など）のものについては、どちらをとっても構いません。 

 

【発展】 

日本語面を向けて場に出す。“出題者”が英語を言い、“回答者”はそれにあた

る日本語を取る。 

 

【留意事項】 

人称代名詞一覧を手元においておくと取り組みやすい。 
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２． かるたで人称代名詞を覚える 

【準備】 

① 人称代名詞カード（表面：英語）を厚紙に印刷します。 

② 裏面に人称代名詞カード（裏面：日本語）を印刷します。 

③ 線に沿ってカードを切り取ります。 

 

【遊び方】人数 2～4名程度 

① “読み手”を決めます。“読み手”は出題します。“読み手”は取りません。 

② カードの表面を向けて、場に出します。 

③ “読み手”は、「わたしのもの」等、“日本語”を読み上げます。 

④ “取り手”は、その日本語にあたるカード（英語）を探して取ります。 

⑤ 裏面を見て、確認します。同じ書き（her「彼女の」と her「彼女を・彼女に」

など）のものについては、どちらをとっても構いません。 

⑥ お手つきをしたら、1回休みです。 

⑦ 一番多くカードをとった人の勝ち。 

 

【留意事項１】 

あまりに特定の人だけが取れてしまうようなメンバー構成の場合は、「2 回続け

て取ったら 1回休み」「参加者数分（参加者 3名なら 3回）読み上げて取得枚数

0枚の人がいる場合は、その人たちだけで 5 回する」など、全体が楽しめるよう

な補足ルールをあらかじめ作っておくことをおすすめします。 

 

【留意事項２】 

人称代名詞一覧を手元においておくと取り組みやすい。 

 

【発展】 

日本語面を向けて場に出す。“出題者”が英語を言い、“回答者”はそれにあた

る日本語を取る。 
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３． 七並べで人称代名詞を覚える 

【準備】 

① 人称代名詞カード（表面：英語）を厚紙に印刷します。裏面は印刷しません。 

② 線に沿ってカードを切り取ります。 

 

【遊び方】人数 2～3名程度 

① 人称代名詞カードを全て配る。     

② 「she、her、her、hers」だけ全て出し、並べる。     

③ 順番を決め、人称代名詞カードを下の表と同じになるように並べていく。 

④ カードは、場に出ているカードの上下左右のものを１枚だけ置くことができ

る。     

⑤ 手持ちのカードが出せる場合は、パスはできない。 

⑥ 一番に手持ちのカードがなくなった人の勝ち。 

 

【留意事項】 

人称代名詞一覧や下記の表を手元においておくと取り組みやすい。 

 

主　格 所有格 目的格 所有代名詞
～は
～が

～の
～を
～に

～のもの

私

あなた
※「あなた達」と一緒

彼

彼女

それ

私たち

あなたたち

彼ら
彼女ら
それら

単数
（1人）

複数
（2人～）

意味

 

 

４． 単語カードで文を作る 

人称代名詞カード以外に単語カードを作り、それらを並べて短文を作る学習も

おすすめです。 


